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MINLYの概要

【サービス名称】
MINE（わたしのもの）
+ONLY（だけの）
+～LY（～らしさ）
を足し合わせた造語

【ロゴ】
情報によって、地域・
人・モノ・コトを結びつけ、
人々を笑顔にするサー
ビスであることを表現

基本データ
氏名、性別、生年月日、
メールアドレス など

住居データ
住居エリア、住居形態、
居住年数 など

※パーソナルデータの預託項目は、
サービス開始以降も順次追加・変更する予定

外出履歴

購入履歴

世帯データ

移動・行動データ

スケジュール

リアクション履歴

配偶者・子供の有無、
同居人数、食事形態 など

お出掛け時間帯、 移動手段、
興味関心、消費スタイル など

休日の曜日、外出予定 など

配信情報に対する「既読」、
「いいね！」など

ＱＲチェックインの場所、
日時 など

地域でのお買い物の「お店」、
「品目」、「日時」など

お客さまに合ったお買い物情報、クーポンなど

お客さま

データ提供の可否、
提供データの範囲は
お客さまが自由に設定

パーソナル
データを預託

別 紙
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パーソナルデータの預託により得られるメリット

アプリで、豊田市内のサービス事業者や豊田市関連施設等
のお客さまに合った情報やクーポンを受け取れる

【受け取れる内容】
・「イベント情報」
・「お買い物情報（キャンペーン情報）」
・「お得なクーポン」

メリット①

アプリの利用で貯まるポイントでルーレットに挑戦し、
結果に応じて地域のお店で特典が受けられる引換券を獲得

【ポイントの貯め方】
・パーソナルデータの預託
・受信した情報に対するリアクション

（既読、いいね、カレンダー登録）
・外出履歴（QRチェックイン機能を使用） など

メリット②
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・チャットボット※を活用した丁寧な事前説明

- 情報銀行の仕組みの説明
- 約款・規約やパーソナルデータ預託に関する同意前の説明
- 会話形式でのパーソナルデータの預託機能

※「Chat（会話）」と「bot（ロボット）」を掛け合わせた言葉。自動会話プログラム

・パーソナルデータの提供項目、提供先を設定可能

・提供情報がどのように活用されているか確認可能

スマートフォンアプリの主な機能・特徴（1/2）

チャットボットの質問に答
える形でパーソナルデータ
を預託

自ら提供項目や提供先を
コントロールすることが可能

パーソナルデータは、
いつでも確認・変更・削除が可能



Copyright © CHUBU Electric Power Co.,Inc. All Right Reserved. 4

・アプリを使うほどお客さまに合った情報が届く

・アプリの使用等で「ポイント」が貯まり、お店で使える「引換券（1枚100円相当）」

が当たるルーレットに挑戦できる

・地域活性化を可視化するミニゲーム機能（MYタウンの発展）を搭載

スマートフォンアプリの主な機能・特徴（2/2）

「歩数」、「公共施設，参加店舗
に設置されたQRコード読み取り」、
「お買い物レシート（豊田市内）
の読み取り」であなたの街が育つ
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安全・安心にご利用いただくための仕組み

サービス事業者へ提供される情報は、提供先からは個人が識別できない属性情報であり、
安心してパーソナルデータを預託いただける仕組み

お客さま

お客さまに合ったお買い物情報、クーポンなど

中部電力
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